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p.186 最下部の「注意」

（誤） 複素数の範囲まで指数関数を拡張して考えると

eiθ = cos θ + i sin θ

が成り立つことが知られている（オイラーの公式）．ただし e はネイピア数，つまり自然対数の底である．つま
り e(θ) = eiθ である．上で「指数法則によく似た関係式」と書いたものは，実は「指数法則そのもの」である．

（正） 指数関数は，複素数 z = x+ iy (x, y ∈ R) に対して

ez = ex(cos y + i sin y)

と定めることによって複素数の範囲まで拡張される．e(θ) = eiθ であり，(14.1) は

eiαeiβ = ei(α+β)

となる．つまり，e(θ) は指数関数を複素数に拡張したものの特別な場合であり，上で「指数法則によく似た関係
式」と書いたものは，まさしく「指数法則そのもの」である．
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